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ぬ
^
に

實̂
際
^
は
巧
欲
望
：は
倫
理
的
に
批
郸
逢
れ
4
ぱ
な
ら
ぬ
も0
で
ぁ
る

說̂

く

の

で

ぁ

名

：。

^
併
し
、
之
：は
經
濟
論
亡
道
德 

論
'を
混
^
オ
：る
議$
'ぁ
衫〔

表

或

他

の

：
見

地

か

ら

す

务

な

裊

ば

^
或
は
茈̂

5
;か
;%
れ
な
い̂
ぐ
經
濟
論
と
し
：
て
は
全
：く

見
當
は
づ

：
^̂ 

:れ
の
所
論
贽
ぁ
や
て-'
'冢
达
|:
取
出
げ
て
論
ず.る
必
»
梂
な
い
0
:橥
七
：忆
苜&
肌
#
垮

；.：：そ
：れ

晨
.4
^
弋
常
'に
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^
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濟
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3
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0

く
，
，
獨
*
的
結
合
を
絕
へ
ず
坐
み
出
し
セ
競
帶
を
木
究
全
な
ら
し
め
て
居
る
と

.い
ふ
,
論
で
'あ
幺
0
之
*は
理
の
當
.然
セ
'あ
0〗

て
-;
>
競
爭 

す
る
以
上
.、優
秀
な
る
も0
が
滕
ち
、
之
に
依
つ
て
こ
そ
欲
望
滿
足
の
理
想
的
狀
態
も
成
就
さ
れ
ん
と
す

'?
>の
で
.あ
る

.-
?
:唯
ミ
猶
^
的
爾 

力
が
獨
裁
的
な
勢
力
を
振
ひ
得
.る
場
合
に
、.競
爭
の
效
果
が
害
さ
れ
，る
こ
と
は
、
眞
に
ミ

1
ド
に
就
.て
述

べ

た

場

合

と

，
同

樣

で

.あ
る

？ 

第

八

は

ハ

自

山

競

带

上

P
契

約

が

善

惡

，
の

影

響

を

.與

へ.る
‘こ
，と
を
論
ず
る
も
の
で
、
吾
人
は
之
に
就

て
卜
ー
に
述
べ
た
同

.じ
理
»1

|
に
ょ
り
 ̂

じ
な
い
タ
.第
，九
.に
は
、
.今
日
の
如
、く
信
用
制
度
の
發
達
せ

.る
社
#
で
は
通
貨
、
銀
れ̂
に

就

て

嚴

重

な

統

制

が

あ

る

が

、
，
■

*

.«
狀

態 

に
在
■る
と
す
れ
ぱ
徒
ち
に
混
亂
を
增
す
許
丨
で
あ
ら

6
<?
:い
^
4
^
論
で
あ
.る
0
.此
様
な
見
方
は
、
後
に
說
く
積
り
で
あ
る
^
、
自

||
1

放 

，
任

^

義

を

餘
り
に
も

文

字

通か
に
解

し

：過

ぎ.た
意

見

，
で
^
る

け

|

本

い
ひ
：l
g
^
:
5
a

-v
>
，
，一；̂

;に
：
行

は

れ

る

冬

ぬ

で

あ

^
こ
と
:|
:了
解
す
る
な
ち
饮̂
斯
檬
啟
狀
刺
は
恐
も-<
'
下
も
§

い
の
;̂
は
な
か
ち
ぅ
か
？
第
十#
目

：に
は
、 

各
個
人
が
.現
在
%
將
來
^
:*
此

§̂:楚
.|1
>

ゐ
丈
‘け
<0
«
濟
的
判
撕
カ
を
疑.ふ
趣
旨
:0
意
^
:
:
で
杏
.る
0

」

之 

はST

の
第
艽
#
目

:-
0非
難
&
同
^

<̂7
>
%め
で
Q
之
^
對
ず
^
#
亦̂
同
:&
で
あ
名
-:
^
之
の
：爲
：に
統
制
办
％

平

^

-̂»
)
が
>
要
で
あ
る 

Z

七
姑
確
がS,

■あ
各
。
：第^1. 、：

嘗

里

-
樣̂
浓
け
人
間
办
蘇
に
木
確
霞
附
身
^
の
re

、
；
危
險
'̂
偶
然
と
を
_
け
^
之
^
は
出 

來
ぬ
か
ら
、

( ；

此
點
千
渉
が
必
要.で
枣
！

^
ふ

意

魯

：あ—
危
險
や
偶
懿
：人
間
の
行
動
を
誤
ち
ル
め
务 

社
會
制
度
墙
も
避
け
得
务
れ
ぬ
之
々
で
.
#

0

ォ
ガ
ぁ
#
が
^
自
油
競
爭
制
度.の
^
の
責
住
と
す
务
譯̂
は
：ゅ
か
ぬ-'
p
,が
ナ
イ
.

—

 Q

意
見 

は
：兎
.に
.角
尤
も
沧
あ
务
。-'
;
,
'
此
危
險
ゃ
偶
然
を
防.ぐ
爲
忆
種
み0
.渉
嘹

統

制

が

人

；
間

把

加

，
へ

^

i
て

自

由

競

裳I

f

I

I
も

な

醫
1

1

1

1
輪

人
_

_

致
ず
る
樣
な
肋
會
所
得
の
：靈

を#ら
さ
ぬ
a
v>
ふ
々
“が
之
は
*
々述

：：

澉
»)
•沙
ナ
七
衫
£像
理

上

れ

見

'解
が
抓
鄉
に
是
認
し
得
べ

き
も
の
で
あ
る
ど
し
て
も
'
藝
濟
論
あ
じ
や
比
齡
係
の
把
ル
费
で
數
令
弋

:>
達
の
直
瘃
に
輝
昧
の
對
象
と
爲
す
を
得
な
い
も
の
で
あ

.る 

'
‘ 

--，
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く
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V

/

以
五
ね
於
て
頗
る
簡
單
に
ー
ナ
ィ
ト

0 .

說
を
紹
介
し
且
つ
註
釋
を
施
こ
1.

た
0

彼
の
>批
判
：は
自
由
競
举
に
對
す
る
從
來
の
，批
評
を
大
體 

網
羅
1>
.て
，居
る
ゼ
言
つ
て
も
ょ
い
で
あ
ら

5:

。
吾
人
ば
之
に
傲0 ;
で
_

を
知
る
こ
と
が
出
來
る
か
9 :

そ
拟
は
こ
ヶ

p

あ
を
表
自
曲
競
執 

は
制
度
と
し
て
究
金
に
備
は
り
、
又
之
に

.應
^ '

て
各
人
0

知
饊
が
>;

期
現
狀
に
關
す
る
認
識

k

就
て(

も
*
,
晚
怒
黑
修
乘
に
對
ヤ
ふ
齋
想 

に
於
て
も
正
確
で
あ
り
、
鬼
全
に
合
现
的
む
行
现
す

t
 

.ら
ば
ク'所
肌
の
理
想
型
敗1

.

に
到
達
ヤ&
が
％

が
出#

石
^:
ヾ
現
實
に 

於
て
ば
之
に
必
要
な
嫩
低
_

鄭
つ
て
居
ら
虬
と^ ;

ふ
こ
ど
で
枳
る0
-
.之
^
1
不
完
全
な
レ
し1>-
み
_

を

上

斷

の

批

|¥
'-
ょ

卜
1;
'
.
て

概

括

水 

れ
ば
、
鼠.一 .

に
人
間
の
虮
詉
の
不
秦
又
は
不
合
理
性
、
第
一
ー
に
技
觀
的
故
障

#

、
：例
へ.ば
'交
通
&

不
便
と
か.、
.r

部
生
產
要
素

q

不
可 

分
性
^

か
に
遨
づ
く
移
励
性
の
欠
故
、
第
三

^

取
場
に.於
げ
が
_

占
的
亥
配J
散
四
に
豫
測
し
得
ざ
る
所
か
危
險
上
不
资
觉
の
四
：：っ

^
 

な
る
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此
の
獨
占
は
、
麓
に
說
晛
し
た
如
ぐ

—

競
银
の
最
終
盼
結
助
と
し
て
生
少
る
場
合
に
は
必
ず
し
も
障
害
ど

(*
:

言
，へ
故
い
が
ハ
，
然 

ら
ャ」

る
場
合
に
は
歡
發
の
效
银
ぞ
赃
げ
ん
も
の
で
、

L
述
、
第.1-

箜
ー
か
贶
因
か
ら
生
ず
る
場
合
も
あ
み
し
バ
ミ
ゃ
ド
办
說
明
^
叉
特 

許
權S

度
と
か
、..

〔

自
然
的
霽
源
の
稀
少
性
と
か:'
.經
濟
亂
に
數
也
業
併
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合
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滿
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因
^

負
ふ
己
と
も
あ
る
が
多
く
の
場
合

' 

寧
み
之
と
ま
對
ぬ‘競
难
制
齡
が
农
完
全
で
あ
る
こ
ど
ゆ
基
づ
く
の
で
あ
る
。
然
か
も
此
不
， 

金
な
る
所
以
ば
、
-
競
部
制
度
の
直
接
の
責
任
に
非
，ざ
る
所

^

社
會
的
、
經
濟
的
又
は
自
然
的
.な
理
由
に
基
：づ

'く

.

の
：で
あ
る0

,

¥

併

^
眾

が
::
^

.«
?

#

想
徵
苓̂

:«
&

的
_

次
截
_
觀

^ ;

繁
_
_
减^ -
. #

务
が
_

5

_
お
か
_

奪

で
あ
'る
.こ
と
は
確
か
で
あ
る5
而
>

て
# :

々
淤
此
處
に> 
’一̂

^

爭
制
度
の•爲
に
辯
明
す1
脒
が
あ
<>
::た
と
し
て
も*.
>
:炎
し
：て
比
制
度 

を
其
儘
の
姿
に
戾
し
て
之
を
維
持
せ
ん
こ

と

を

企
圖
す
る
；
^

の
で
はな

；̂
®

;

は
唯
そ
、.現
今
0 .

氍
濟
的
11
:

_
の

寶

任

を

：良

由

競

爭

制
 

度H

歸
し
て
、
之
を
非
難
す
る
と
と
を
以
て
滿
足

b
.
た
り
、
或
ひ
は
兄
該
制
度
の
根
本
盼
變
革
を
企
て
ん
と
：

f
:

各
ん
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策
お
办
自
ぎ
痴
蕺
ぽ
彳
典
歡
的比̂
皆
^
競
^
制
度
办
名
に
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於
て
非
難
せ
ら
れ
る
こ
と

-'
土
波
<0
,如
く
で
ぁ
る
が
、
他
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ば
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放
任
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1
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1
つ
て
も
非
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ル
て
思
る
，
肌

動

资

箭

度
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上
か
障
害
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通
忠
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今
日
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き

占
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す
る
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に
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げ
た
ナ
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ト
に
し
ろ
、
ミ

1-
;
ド
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し
ろ
、
共
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歡
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、
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^
に
關
し
て
吾
人
が_注
意
し
た
：い
こ.と
は
、
；經
濟
政
策
上
0

自
_

生

義

が

.
決

し

て

反

的
千
渉
排
胗
の
方
鄉
を
採.る4
の
セ
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抝
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■
ぎ
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か
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献
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れ
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自
由
主
義
：$第
^
©特
質
は
各
人0
良

裂

追

求

に

當;0
,て
、
，
可
及
的
之
敫
妨
害
す
る
所
0.國
家
中
渉
を
排
言 

.在
る
。
而
し
て
各
人
を
し
て
自
由
に
行
動
せ
し
め
：ょ

.と
^
ふ
主
張
を
な
す<D
;
:で

,̂
る
タ
，即
.-t
)國
家
‘の
#
渉
は
、
偭
人
の
自
利
.の
追
求
を 

じ
て
效
果
あf e

;

し
む
る
，に•際
し
て
妨
害
とfx
る
が
故
に
、

(

又
妨
害
と
な
る
限
り
に
於
て
排
斥
さ
れ

る
の
で

あ

.

る

。

何

人

と

_

も

國

家

の 

統
制
や
干
渉
を
全
く
無
視
せ
石
經
濟
制
度

^
念
頭
；に
置'い
.て
自
曲
、m義
f考
べ
る
，こ
：と
は
出
來
ぬ.0自
由

主

：
義

の

月

、
指

す

眞

の

意

味

の 

自

_
は
4
.
定

<D
秩
序
と
制
度.の
整
つ
た
社
會

g

於

.で
の
み
實
現
さ
れ.る
の
：で
_

■■
<
>
.
唯
、
個
々
：の
自
申
壬
義
者
が
、
排
斥
す
べ
き
國
家 

.の
半
渉
や
，
其
主
張
す
る
所

§
:i

な
.ど
^
就

：
で

懷

く

所

の

，
具

體

的

內

容

：
は

、

各

論

者

.の
_
史
的
環
境
：に
：ょ
り
、
又
^
!
の
取
扱
べ
る 

問
■
如
何
に
依
..
つ
て
異
な
'つ
'て
*
る
で
あ

ぅ̂
.。
郎
'ち
ア
ダ
ム
：

•

ス
'、、、
ネ
の.說
ぐ

同

じ

自

堇

：義

が

今

.具
社

會

.に

笔
 

'の
内
容
を
な
ず
も0
:と
斷
ず
る
_
.に
.は
ゆ
か
ぬ
0
自
咁
主
義
.の
稂
本
精
神
：に
變
け
は
な.くと
も
其
れ：̂

旨
な
り
は
各
時
代
に.ょ
り
異
な
る

o. 

■此意
味
に
於
で
自
由
の
內
容
が
歷
史
的
迄
變
質
す
；る
と
い
ふ
と
と

S
目
べ
る
。
が
併
し
、
經
濟
政 

-衆
上
.の
根
本
方
.針
-<
?
:
'
-
し
.て
，
自
由
主
義
の
本
質
は
變
る
こ
と
な
く
、
其
根
本
精
神
が
一
つ

'で
あ
る
な
ら
.ば
吾
人
は
同
じ
自
曲
主
義
と
い 

ふ
言
f

.
異

0
.だ
時
_代
ヤ

々

电

使

用

し

て

も

何

等

塞

支

，
へ
&
:
较

务
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；
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；
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^
あ

ら
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濟
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自
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へ
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尊
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€

國
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銃
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飽
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#
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る
の
；
で
：
あ
，
る

o
'

ベ

自

：|

|

麗
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政
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八
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cr9fo:>

:

經
濟
政
策
，0目
的
'と
し

、て

の

經

濟

的

福

*
の
.意
味
並
.に
之
を
實
現
す
各
政
策
と
し.て、‘自
屮
主
義
政
策
の
經
濟
理
論
的
合
理
性
、
又 

は
合
目
的
性
ぬ
就
尨
ぼ
瞥.て
餒
述
1>
>
^
.で^
«.
が
：ら
、̂
註
4
0

)

今
改
め
て
述
ベ
る
こ
と
ば
し
な
い
:0
:此
處

で

：は

_

自

曲

主

義

に

就
 

で
^
囊

タ

て

考̂
ら

れ

で

居

る

點

を

指

摘

し

ヤ

ャ

與

眞

義

^

明

に

し

た

い

占

 

.

'
.
:を
.て
>
"
自
^

主

義

が

決

し

て

放

住

主

義

：
で

&

い
ど
と
は
、
此
後
者(0•
ろ
ミ
ス
に.於
て
す
ら
之
を.

認
め
S

”こ 
i
:が

出

來

る

。
ベ

. 

,
.
v
\
: 

V 

,'
.'
:

v

:

r

.

v

:

:

:
:
:

「

■■
-「

■
:
•
,
.
:
'
:

,.::

允
來
ス
：：ミ
穴
が
國
富
論
を
著
し
.た
當

時

は

、
：
：

_
だ

ン

チ

リ

ズ

ム

の

勢*
が
頗
，る
强
大
犮
あ
つ.：た
頃
.で
あ
<>
て
、
：從
前
の
封
建 

的
拘
束
0
制
度
蟲
ほ
多
分
に
殘
存
し
で
居
づ
た
0ゼ
：
あ

％

從

つ

：
て
：
此

等

の

勢

カ

：
に
、
反

對

.
レ
 

忙
意
を
用
ひ
た0
で
..
あ

<>
て
、
ン
此
點
に
於
て
は
確
に&由
放

任

の

說

を

採

：
る

も

；
の

^
あ
'る
於
、
：：反
面
に
於

「

$

又
自
曲
放
住
の
_
度
_於
決
1>
;て
其

根

本

目

的

を

達

成

す

奋

所

以

：：

.で
£

匕̂
.と
：を
意
識
し
；每
居.つ
た
こ
^
:は
明
で
あ
今.
_

. 

.

..
•

K

は
_

然
的
秩
序
が
若1.
:

其
赴
べ
儘
に
：委
さ
れ
る
起
ら
ぼ

''
::.,必
ず
-̂

も
.
1酸
的
福
祉
の
爲
に
作
用
せ
说

.. 

1

.. 

.

す
芬
爲
に#

の
.樣
な
^

^

ひ
い
て
鹿
る
タ
即
ち
ら
勞
働
者
と

3

便
^

、$
と
(£
)
'利
害
は
決
し
、て
«

^

で
^

^

俞

者
_

可
<

多
く
を
得 

ん
.と
し
^

後
箸
は
成
可
く
少.ぐ

興

へ

：
ん
.と
ず
.る
0
:
:便
用
生
の
藪
は
少
く
圑
結
は
容
易
で
あ
れ
、
常
に
到
る
處
に
於
て

.
1
#

の
；f

&

圑

結
を
爲
11
>
>
:
然
か
も
絕
.へ
ず
行
政
官
霧̂
を
聲
髙
く
叫
ん
で&
ま
.ぬ
.

」
(P, 

ニ，：

0
ぃ
士
。：；又

"
|
^

の
.德
な

州

來

囊

挪

ひ

が

『

屢

，

. 

.

.

.

.

. 

:
.

勞
働
者
を
；

4:

て
.過
度
に
働
か
ん.む
：
る

原

；
因

士

な

丨

々

數

年

を

經

ず

し

：
て

彼

_
^

べ
て_居
#
0
:
:
:

询

に

ラ

、ソ

ラ

フ

：
の

抬

.摘
す

為

通

ぶ

、

っ
：
ス
：

.

^
，
自3

と
安
全
と
の
下
に
於.て
、
.自
己
自
身
の
狀
態
を
改
善
せ
，ん
と
す

.名
洛
人
ぬ
_
然
的
努
カ
：.が：、:'
'社
會
を
繁
榮
：に
導:1<
;
こ

:<
!
:が
：出
來
.名

:̂
#

¥
洛
0
^

.

-
 
. 

. 

.

■

: 

. 
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.
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'

.、_
相
：が
問
題
教'o
ャ
は
&
:<
、
數
無
め
出
過̂

障̂
害
物
ぬ
冲
に_
つ
：：
て
、
此

障

齊

物

'の
.潙
.に
入

爲

的

な.る
法

律

が

：
愚

が

拉

^

厘
:̂
;
^
然

的

秧

序

：の
，作

用

を

妨

翁

る

と

と

：か

ら

：

^

る
.社

會

g

較
し
て
眞
た
場
脅

g
、；

中
渉
.せ
-ら
：れ

ざ

.
る

各

人

ょ

ゎ

窗

ら

名 

?

結

果

が

：問

題
#

0

'で
あ.る
？

競.爭

淇

自

體.
8

:處

は
1
1
:次

的

で

あ

き
.
鼗
 ̂

,

次
、;5
ス
：.に
就
.て
：以
上
の.如
#
 

た
同
七
著
紫
ヴ
ッ
ラ
フ
は
、
: *

他
' 0
-1
£

蔽
經
濟
學̂

^

力
ー
ド
ー
、'マ
，
力

，
ロ

ッ

ク

、4
ル
.
、 

.ケ

ア

：
-ン
..ズ
”

：
更

龙

摩

つ

^

ネ

■ 

- 

I 

I
- 

*

vi
jH
絲

：
派

經

濟

擧

奢

が

9
へ
其
現
論
的
前
提:<
?
::1
>て
：完
全
な
る
自
山
競
爭
を
置̂

• 

• 

'

.

.

.

.

.

®

.
赞̂
あ
^
と
如
^

_
を
思
惟
發
-1
>ー：̂

之
^

推̂
^
て
^
.
^放
任
^
以
て
；#
經
濟
政
策
龙
の
生
張
た̂

斷̂

窠

せ

：し
め
る
傾 

が
あ
，
つ
％

:

略
#
す

れ

嫁

r

.斯

く
.の
如.き
批

評

家

は

r

.裡
論
：上0
#請
^
し
ザ
の
自̂
競
^
^

も
、
：’
ょ̂
^

て̂
眞
寐
:0
隹
曲
主
義
较
消_
放
任
生
美
た
も̂
る

可

ら

ず

と

賺

；し
た
の%多
る

:0
-.
:

 ̂

.
■,

ペ
 

:

^
此
兩
者
..
の
«
祠

は

：然

涔

に
-:
-'::-
'
:
:

旣

杧

梦

：
®

土̂

等

ミ
が̂

明

職̂
注

意
‘
_
た
«
で

あ

る

。
、
.脚
ち
：

HL 

く

『

競

爭

を

ぼ.經
濟

學

：

上
：：

の
：
唯.

1 

め
規
制
齋
セ
想
定
す.れ
铽

，

槪

括

の
.廣
く
”
且
つ
文
.科
學
的
に
.正
_
'る
諸
|
を̂
立
^

が
併
し
：競
维
が
此

ス
，
ミ

ス

；
に
，
せ

4
'$
;ル

せ̂
徐
3
縦
令
^
隹
迪
放
任
龙 ̂

七
と
_
で
記
し
て
居
る̂
し
.て
；も
'
他

方

に

於

：
て

幾

多

.の

例 

"外

證̂

：=1
:ズ
居
る
事
爾
：
馨

が

、

I

般
に
反
對
者
等
か
ら
考.へ
ら
れ
て
居
み
檬
な
、.文
字
通
り
の
：自
由
放
任
虫
義
者
で
t
い
こ
と

.

:

.

.,
秦
 

靡
 
i
 

A
& 

G
o
- 
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を
明
に
證
明
する
.
，
も
.の
：で
，あ
る
？

ラ
.ッ
：ラ
.フ
'は
ミ
，ル.に
.就
て
次
.の
徵
な
結
論
を
下.し
た
0、，

.

.
‘

「

_

tl
.
l放

任

を

以

て『

通
則
と
す.べ
し』

と
，い
ふ
ミ
，ル
の
意
見
は
、
彼
が
其
敍
述
の際
に
爲
し
て
居
る
所
の
除
外
例
に
照
し
て

之
を 

解
釋
せ
'ね
ば
な
らぬ
。.；
此
通
則
は
、
次の

如

き

場

合

に

行

は

れ

ぬ

，
，

即
ち
消
費
者
が
商
品
な
.り
給
付
な
り

に

對

して
資
枪
あ
る
'判
定
者 

で
.な

；
い
：：
場

合

、
(

例
へ
ば
遨
礎
敎
育
は
強
制
的
た
多
べ

‘し
>

個
人
0

精

神

上

：
又

ほ

肉

體

上

：の

能

ヵ

が

缺

げ

て

居

る

場

合

ハ

(

幼
兒
：又
は
白
痴 

©
:如
き)

個
人
が
遠
い
將
來̂
於

て

自

己

に

，
最

雜

の

4

の
’が

何

で

：
あ

る

が

.を
現
在
誤
つ
：で^

變

^(

個
人
は
_
ぃ
將
麥
理
解
せ
ぬ

)

，
、
個

人

奶

會

紙
0
:邂
營

仓

他

人

：に

虔

任

.す
名
場
合
、

〈

廣
吿
耷1

:層
擴
張
す

し̂
0::個
人
が
單
獨 

货
@

y
て
'は 

>
:
:
其
柳
斷
に
實
效
を
伴
は̂
:め
#
ざ
：る
場
<
^

(

勞
働
時
間)

；，個
人
0
疔
動
が
他
人(5
利
益
«> 

善

>籍
果

が

醫
^
め
生
命
以
ゼ
応
及
身
場
合
、

(

植
民
：

)

ポ
钛
輦
要
纪
公
益
泉
業
が
、
.
#人
に

取

：
っ
て
特
ー
に
關
係

^

せ
ら
れ
ざ̂

場

合

：即

ぢ

之

で

あ

：る

」

<

0

.と

。
 

.

斯

様

に

述

べ

：：
て

.來

れ

诚

、：：；

自

遽
_

が

決

し

て

，
文

字

通

：り

§

自
_

放

住

主_

で
な
い
ー
こ
と
は
確
で
あ
ら

.ぅ
0
:'
寧

ろ

之

と

反

對

に

適

當
 

.
な
る
國
家©
干
渉
を
前
提
と
し
、
且-02:
を
要
求
す.る
も
：の
で
あ
：る
0

':
,
べ
^

〜

經
濟
政
策‘土
の
自
^
主
義
の
本
質
は
ノ
時
代
ャ
ダ
に
現
は
れ
芩
具
體
的
な
も
自
由
主
義
的
議
論
の

議
論
其
物
と
同
ー'.
>
で
は
な
い
。'議
論
社
時
代
に
依
：り
、.又
問
題
の
*
扱

方

に

從

：
つ
て
：
變

化

す

る

毛

の

：
で

あ

る

o
或
時
代
に
於
て
は
國
家
：
 

的
拘
束
の
制
度
奄
難
じ
、
.：他
の
時
代
に
は
同
じ
論
者
が
同
じ
問
題
に
對
し
：て
國
家
び
币
涉
を
要
求
す
る

こ
と
が
ぁ
っ
.て
.も
、
其
表
面
上

の
_
論
の
み
か
ら
自
由
主
義
論の
矛
盾
を
云
々
す
る
こ
と
は
輕
率
に
過
ぐ
る
も
の
で

•
ぁ
る
。
時
に
排
斥
し
、
時
ぶ欧
迎
す
る
こ
と
は
在 

つ
て
.も
，
其
根
本
主
旨
に
於
て
變
る
所
が
な
け
れ
ば

-

吾
人
は
之
を
同
じ主
義
の
名
を
以
て
呼
ん
で
も
差
支
へ
な
い
普
で
ぁ
るo

*

表
商 

の
形
態
の
上
に
捉
は
れ
る
時
に
'

自
由
主
義
の
破
滅
が
叫
ば
れ
る
の
で

I

?

此
意
味
に
於
.て

五
-'
^

,
は

-«

正

の

自

塵
.嚷
と
瑰
實
的
な
る
自
由
競
爭0
制
度
と
.を
區
別
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ0

現
實
的
な
る
競
爭
制
度
は 

從
來
か
ら
兔
種..々
の
.欠
陷
を
內
に
鏃
し
て.其
修
班
が
叫
ば
れ
て
來
て
居
る0 :

此
呼
聲
I

年
益
i

尚
い
。
世
界
大
戰
と
近
時
の
世
故
的 

經
濟
恐
慌
：の
：峙
代
を
經P
A

此
制
度
に
對
す.る
陳
喪
味
益M

增
加
し
て
.來
た
9 H

業
方
面
に
於
け
る
ト
ラ
ス
ト
や
カ
ル
テ
ル
の
組
織
の 

增
大
、
：_.非
經
濟
的
自
的
殊
に
戰
带0
危
險
に
備
へ
て
發
動
；せ
る
國
家
の
干
渉
や
銃
制
の
ー
方
氣
あ
ど
ば
其
主
な
る
も
の
で
ぁ
る

9 

:
此
等
の
事
實
の
爲
に
、.財
货
の
價
格
は
必
ず
し
も
、
完
全
な
る
自
甶
競
爭
の
下
に
於
て
期
待
せ
ら
る
\
如
き
理
想
的
平
衡
狀
態
ま
で 

低
下
し
な
'い
-0
.
國
家
の
千
渉
は
時
に
生
產
手
段
の
，移
働
性
を
鲂
げ
る
こ
と
が
ぁ

.り
、
：|
企
業
^
生

增

大

は

、
，
財

猶

代

用

：

0 .
_

浪
1

闲
難
方
ら
：
1>

め
る
'0

斯
樣
な
.現
象
は̂ ̂

其 

本
米
の
自
的
だ
义̂
^

の
移
動
ク
價
値
の
代
用
0

原
則
を
し
て
著
し
く
不
完
全
な
ら
し
め
た

;:
0

诌
由
競
争
の
制
度
は
最
早
.や
、
其
賛
美 

せ
ら
れ
ま
を
本
來.の
姿
に
於
て
其
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
灘
と
な
り
、a :

に
つ
れ
で
自
山
敗
伍

6

政
策
ば
垄-<
'
有
#
無
益
と
な
り 

終
つ
^

。：

現
代
瓜
诌
凼
主
綠

s

配
策
は
；積
極
的
に_
家
公
陳
體
，
.の
：
搬

ガ

に

*
.
つ
て

 

>
:此

等

の

不

具

、

不

完

全

を

是

；
正

し

'
、
.
又

蜀

占

的

支

配
力
に
對
し
て
は

j

方
に
於
て
其
濫
用
を
防
ぐ
.と
同
時
に
、

他
方
に
於
て
之
を
利
用
し
て
自
由
主
義

.の
根
本
目
的0
達

成

に

.
努

め

ね

ば

.

な
ら
ぬ，

o

'.
-
,
.
'
-
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十
齒〕

：.西
：>
:へ
ミ1
ド
1

^
之
に
就
で
頗
る
明
瞭
な
表
を
揭
げ
て
其
次
第
を
說

_

し
；て
居
る
。
''
'
同
氏
著
，
前
揭
書
、
.ー
H

五
I

J

3
六
頁
及
卷
宋
の

,(
註 
一
$) 

p
r
i
b
h

. l, 

K
*
:

 

Cartel 

P
3
w
e
3
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9
3
5
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w
a
s
h
i
n
g
t
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一
 

〇
〇
頁
以
下
參
照
、グ
リ
ブ
ハ
ム
氏
は
、2)

競
爭
制̂

の
^
本
主 

義
を
以
て
經
澈M
度
を
組
織
ず
レ
氣
善
.の
：手
段.と
か
し
、
故
的
獨
迕
办
.擴
ギ
を
龄
く1
派
ど
、0
1
1

)

ヵ
ル
テ
ル
紙
織
を
影
ダ
限
度
に
化
め
て
原 

则
と
し
て
資
本
主
義
制
度
を
維
持
ぜ
ん
と
す
る
人
々
と

(
I

一一

〕

力
ル
テ
ル
紐
織
の
擴
大
を
重
要
視

1;

ナ^ :

資
本
电
證
織
内
に
取
入
れ
つ
\

漸 

.

.
'，.
進
的
に
該
制
度©
改
革
を
計
ら
ん
ど'す
る
者:'
例
.：へ
：ば
プ
ァ}ッ
^

ョ
：.生
義
の
入
ネ
ど
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述
べ
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通
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社
會
各
員
が
各
自«>
利

：
益

の

追

求

に

於

て
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^

こ

と

で

：
：あ
.る
^
此
行
動
は
現
代
の
經
濟
社
會
に
在
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は
營
利
的
精
神
と.し
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現
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精
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れ
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又
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は.れ
る
如
ら
で
あ
る- 

で
あ
る
：.が
故

校

此

效

；
果

の

實

現

が

 
一#
に

於

て.阻
寄

ざ

れ

名.©、で
ぁ

る

，

が
あ

の̂
で
あ
；る
。

 

 ̂.V 
 ̂

.
/
y
'

V 

 ̂

V
: 

V
-
- 

- 

. 

«

■

〖

：
：
：
人

或

は

汐

現

代

の

營

利

的

精

神

を

批

判

^

ノ
^

が
必
し
：''
'
%社
會
0
爾
紙
に
貢
獻';
1
>な
4

'

■

.

 :
, 

.

;■.
.
.

 

...

. 

>

. 
. 

.

.

.

.

あ
る
•と
い
^

か
も
知
れ
ぬ
。
•
此
議
論
は
没
ま
る
所
、
#

利
的
精
神
は
偷
理
的
に
是
認
さ
る
，べ
き
何
等
め
根
據
を
ル
持
た
ぬ
と
い
ふ
こ
と 

鉍
主
張
ず
ゐ
も0
で
：あ
：る.
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的
で
あ
名
と
い'ふ
：
點

に

於

：
て

0.
^

是
認
せ&

^

夂
に
.過
ぎ
な
い0
^
 

ふ
質
問 

に
對
す
る
公
带
な
名
解
答
を
求
め
あ
れ
る
な
ら
ば
,
其
物
に
は
幾
多

-'
0

不
備
欠
點
を
殘:1
>

て
.居
石
こ̂
£

承
認
せ
ざ
名
を
得
ぬ
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.
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と
？
吾
人
の
觀
る
所
を
以
尤
;̂
:

れ
ば
->

確
に
ナ
ィ
ナ
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v

#
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#
に
、：：

偷
理
的
根
據
は
な
い
で
.あ
ら
う
が
、
之
を
否
定
す
ベ 

ぎ
倫
理
的
根
據
も
內
在
し
て
居
る
譯
で
は
な
い

o

人
間
が
經
濟
生
活
を
行
ひ
-a

つ
之
を
よ
り
滿
足
さ
せ
て
行
く
爲
に
拂
ふ
努
力
は
、
.
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れ

自

體
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つ
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自
明
の
事
柄
で_あ
り
，
儉

と
と
は
出
來
石
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坐
活
そ
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は
事
實
と
し
て
之
を
！
！
め
な
げ
れ
ば
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ぬo
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現
代
の
世
界
に
於
て
、
人
間
の
拂
ふ
努
力
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的
行
爲
と
な
：
つ
；
て
現
れ
る
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吾
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其
行
爲
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齎
ら
し
た
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本
動
機
0
內
容
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ま
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溯
る
必
要
は
な
い
。
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の
樣
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觀
の
世
界
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入
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込
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的
な
硏
究
の
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域
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す
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も
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な
い
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唯
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少
な
る
財
貨
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以
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懸
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滿
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も
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又
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に
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と
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汗
し
な
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等
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も
3
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っ
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最
も
廣
0

意
味
に
於
け
。る
市
場
：の
需
要
ば
、
：暫

意

思

れ
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め
於
か
”

か
と
”

か
ば
、
影
饗
を
.受 

け
る
の
で
お
る:0
然
か
\

.

意
思
實
現
の
手
段
が
眼
ら
れ
て
居
る
以
上
鬪
爭
は
往
る

'に
相
違.な
，く
”

又
若
し
之
が
な
け
れ
ば
、
社
會
問 

題
は
全
然#
祐
ぜ
.

ぬ
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で

あ

ら

：
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消
費
苕
の
支
配
と
い
ふ
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念
は
ハ
吾
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望
滿
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環
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；
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す
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滿
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辕
神
そ
の.も
の
に
注
る
の
で
は
な
い
。
、經
濟
政
策
上
か
ら
觀
て
此
努
力
程
今
日
其
目
的
に
適
へ
る
灰
の
ゆ

&

い
.の
で
私̂

‘

&
批
判
を
す
る
場
合
に
の
み
幾
多
の
欠

.
^
が
'»
へ
ら
れ
る
の
で
ぁ
つ
て•
そ
'れ
に
就
て
は
此
處
に^

解

^

る

の

必

要

を

認

め

な

い
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.さ
て
,>

之
案
で
述
ベ
來
た
つ
た
所
を
要
約
す
れ
ば
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經
濟
政
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上
の
自
由
主
義
ば
經
濟
卜

0

利
蘇
を
衡
求
す
る
ゼ
に
於
，
て
各
人
の
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由
な
る
行
動
を
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も
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Bi

す
る
こ
と
で
ぁ•つ
て
、
A .

を
浪
費
者
と
し
て
觀
れ
ば
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所
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る
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の
支
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塞
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n
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な
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こ
と
を
第1
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的
に
莠
へ̂
も
の
.
で
ぁ
认
，
入
を
坐
產
者
と
し
て
扱
ふ 

な
.ら
比
、
營_

行
動
を
以
て
、
此
主
義
に
合
致
せ
る
行
爲
の
原
則
と
考
へ
，
る
も
の
で
ぁ

^

?

此
原
則
が
艰
當
に
實
現
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せ
ら
る
\
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«
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控
坐
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自
由
鏠
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お
い
ひ
、
將
街
又
國
家
：の
_
渉
ど
，い
ひ.:

何̂
れ
も
此
精
神
を
發
撺
せ
し
む
.る
上
ぬ
於
で

0;
そ
意
義
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が
ぁ
.る
の
.で
ぁ
る
？
所
謂
資
本
主
義
經
濟
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長

期

忙

ぁ

<>
.て
ぼ
‘；
：
從

來

考.
^ ;
^

自
由
競
等
の■制
度
ぢ
；

S

ふ
：
も

の

は#大
.

の
：：

屢

を

爲

し
て
來
た
o
: 
_
し
經
濟0 .

‘發
達
は
、
ぶ
ル
テ
：ル
や.:>
1

ラ
ス
ト
：
や

勞

働

組

合

な

ど

其 

.M

キ
の
障
*
物
を
生
み
、—
家

予̂
淡
も
要
求
せ
ら
れ
る：.
^
至
1り

>
:
今0'
に至

：：

つ
.
％
依

激
:<
?
:し

て

：
此

，等

の

：
政

策

、
，
.
制

度

を

其

儘

踏

襲
 

3
て
安
閑
た
る
こ
と
を
許
さ
技5
此̂

處

に

：
於

：

.て
如
獨
丑
的
龃
織
や
國
家
の
；統
制
干
涉
策
に
對
す
る
自
由
主
義
の
.態
度
如
时
が
問
題
と 

な
石
。
窖
人
を
し
て
、
之
忆
.答
へ
し
む
る
な
ら
ぱ
，«
丈
る
.に
生

產

：手
：
段
(?
>
'||
.由
移
動
幺
可
及
的
完
全
な.ら
：し
む
る
樣
に
、
根
本
方
針 

絃
定
め 

>以
で
#
人
.の
欲
望
'の
可
及
的
達
成
各
る
の-;
:.
事
に
盡
窆
る

OVO 

V

.
,
^
2
>
^
1
0

原
則
を
櫸
ぶ
：べ
ぎ.か
國

家

干

渉

の

：
原

肌

?:
-
:營
ぺ
皂

か

は

問

題

で

な̂

:芷

ビ̂
グ
丨
'敎
授
0.
言
ふ
通
丨「

兩
者
何
れ

の
侧
に

身

則

は

#

以
な
い
;0
:.個
々
0 :

場
合
ぞ
れ̂

*

に
就
て>

其
具
體
的
な.事
情
を
詳
細
に
調
べ
、
其
理
非
曲
直
.に
依
つ
て
考
慮
せ

ね
め
な
各
^

CI.
.
1七：̂
.
、
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へ

H
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い
-
'
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:
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:
ふ
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—

■'1

兀
來
&
由
主
_
の
根
底
に
有.る
も
の
と
考
ヘ
ら
れ
る
營
利
的
精
神
其
物
で
す
ら

1

定
時
代
.

1

定
社
#
組

織

の

產

物

な

の

で

^

經 

濟
的
達
成
か
爲.の

方̂
：針
と
1>

あ̂
办
合
目
的
性_

對
的
な
も
の
ざ
苕
ふ
：べ
ぎ
で
ば
な
^

茶
礎
を
置
レ
所
の
所^

る
資
本
主
義
社
會
把
於
で
ク
吾
入
に
許
さ
れ
た
る
知
識
の
範

&

內
咬
聆
て
^

此
辙
神
を
利
用
す
る
こ
匕
が
最
も 

紙
麻
良
1

0:

達

麻

鬣

し

て

居

を

と

：い
ふ
.に
_

軋
な
ー
い
ゆ
セ
‘

る

o
.
而
1>

で
今
0,
.に
至
ざ
*'

で
の
感
爽
に
於
て.は
、

此
精
神
は
自
由 

-

脊
办
翻
度̂

靈

寒

は

國

家〔

モ
渉
の.祐
及
的
_

除
と
：い* :
:

形
€

通
じ
て
作
用1>
:.で
乘
た
の
で*.
:

る
6

^
形
式
於
現
代 

く

不

等
^

龜
當
ぬ
#

り

：
、

：
別

饊

ゆ

形

を

#

て
11
1

:

;

精
神
を
實
現
於
苓€
乾
に
掛̂

れ
ふ
^

*

.
%
で
此
別@'
の
：形
式
と
兒
ら
れ
る
も
の
、
中
、
近
時
最
も
問
題
と
な
れ
る
獨
占

.に
就
て
述
べ
る
な
ら
ば、
.ト
ラ
ス
ト
や
カ
ル
テ
ル
の 

.如
ぎ
臌
4
維
織
菸
、
||
:
說

麻

饫

綠

果

と1>
^
、
*
意
昧
に
於
て*'
孭
&
に
達
し
ガ
^

あ
奴
0;
::殊迄
競
靖
制
度0
秧
序
0霸
頓
欧
:*
:_生
產

證

痕
0
改

族

喬

俊

：
つ
セ

,̂
:財
*:
:
办
薇
動
を
益.々
圓
滑
な0>
し 

の
一
：象

を

激

化

し

<獨
故
的
組
織
：の
緖
成
を
促
進
^'
:

把
。3獨
»5
は
；瓜
來
、
之
を
紙
：織
ず
る
企
業
家
達
の
自
衝
盹

0'
;

的
ょ
り
出
づ̂
も
タ
^
 ̂

多
い
0
:
,
:
郎
ぢ
£
:賢

#
§
捷

§
0 ,
改
良
(?
>

:爲
に

、
：：
_
に
.投
下
せ
芬
資
本
砍̂

^
却

が

^
嚴

し

 

新
し
い*
本
を
投
じ
て
.
新 

.

M
い
璣
紙

5

利

用
^
る
必
要"&
ら
れ
、
：？
31
本
の
：
投

資0:
^
む
&-
,き
に
毫
る(

の
を
防
ぐ
の
が
、_
占
結
成
.に
至
る
最
も
勝
敷
な
^
原
因 

m

s

で
あ
る
。

■ik

は
e
無
政
^
®故
スi;
爭
：が
勝
害
^ '

象

ん

一

と

ず

签

努

カ

如

ら
生
れ
.る
も9
で
あ
る。
‘
.又
‘或ひ
は
競

取
c>
-
線̂

、
.

主 
f

M

i

i
 赞

、 

%
1
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由
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義
の
鸫
濟
政
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'
^
:「

便
秀
企
業
が
劣
等
企
業
を
併
呑
し
ぞ
仕
舞
ひ
、
獨

占

鏨

れ
る
•こ
と

i

るO

斯
様
S

因
か
ら
生
ダ
る
獨

占

鮮

は
、
自
吖
齪
争
の

•
根

蓄

的

:;
'
|::
#
.手
段

の

移

動

、
：
霞
1 !
穿

:.
1:

:1
#

_
實

？

る

實_

も

歡

な
_

で

も

、
，
ゼ

罾

味

に

が

て 

'自
由

裏

の

精

神

春

致

す

f

Q
マ
l

i
し

も
i
業

m
於

て
.獨

离

支

配

鮮

ゆ
、
1

ぜ

ら

れる
こ
と
が,
土

然

不

可9
と
か
り
或
比
微
占
者
が
意
識
的
に
之
を
不
ぃ
可
能
な
ら

.し

め

る

於

ら

ば

，
版

處

ー

に

自

取

_

の

效

果

は

.危
險
に
瀕
す
る
各
ゼ
ぁ
る
。f

、
自
然
_

f
霧
敗
强
制
爾
へI

許
權
.

》

に
t

l
の：
.

 

次
ル 

■
f

l
交
勞
働
組
合
等0
紕
織
に
於
て
斯
る
危
險
が
發
孛
る
こ
.
と
は
殆
ど5
.と
い
つ

て

ぎ

。
背
後
にi

に
潜
窮
競
爭が

...

へ
:
:
‘ 

 ̂

,
^
-
v
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 ̂

^
.
v
-
y
.
- 

.

.
:
>
■ツ
:.
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,
:
•
.
-

..•
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,
:

':
.'.▲
に

奮

に

對

ず

る

自

皇

義

濟

政
策
と
し
で年

_

 

蜃

,

の 

S

府
的
踩
る弊

窖

晶

ぐ

事

に

敫

霖

ぁ

奮

上

‘
：
_

義

奮

ず

ベ

I

f

 

S

由
奮

I

f
.如
s

f
表
す
場
合
S

之
に
,

#
ふ

：
べ

き

で

：

I
 

:

つ
I

I
影
響
を
I
す
が
.は
該
獨
I
業

慕

績

例

へ
I

ぅ
，
獨
占I

す
る
國
家
の
干
渉
は
此
點
に
能
く
留
意
し
、
獨
占
を
排
甩
す
る
ょ
り
も
繁 

銃
制
霞
を
實
行
ず
べ
ぎ
で
れ
も
0.
.
.':

■'
.
所
f

絲
制
經
，濟
に
氣
て
も
之
と
同
様
の
事
が
言
は
れ
る

0

自
由
主
_
が
決
し
て
國
家
の
干
渉
を
排
斥
す
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
或 

方
商
に
於
：て
は
歡
迎
す

 
<

き
も
め
で̂

る
匕
ど
ば
靠
に
述
：べ
た
留̂!
で
ぎ
.る
0

,;
'
:
.へ：
1-
;
:::
'へ
.-
..

....
 

-

' 

•

■淡
ち
ば
如
何
歎
る
意
味
に
於
て
國
家
の
銃
制
が
行
：は
る

.；v
;t
如
と
^
へ
..ば、
そ
れ
枕
先
づ
第.：

1.

に
、
自
由
主
義
の
精
神
と
合
致
せ
ね

ば
.な
：ら
_ぬ
，
摸
言
す
れ
ば
、

(

各
入
の
诃
及
划
多
太
の..
畫

滿

足

に

攀

る

樣

に

行

は

れ

ね

ば

な
'ら
ぬ
。
.同
時
に
公
益
其
他
®
に
述
べ
た

..... 

. 

..

..

..

特
定
の
：場
合
を
除i
、
.各
企
業
家
の
營
利
的
努
戈
を
阻
止
し
：て
は
な
：お

^
>而
：レ
て
生
"產
毕
段
の
移
動
に
對
す
る
自
然
的
技
術
的
又

は
蕃
的
障
害
を
取
除
き
、
虽

を

ょ';
»
)売
全
な
ら
.し
め
^
ば
な
^
ぬ
';
:0
.
:
: 

.
'
•

: 

.. 

,

挺

來
-'
0
社

會

浓

於

て

、
；
生

產

手

段

£

兀
全
な.る
移
動
''
:5
:妨
げ
る
原
因
と
着
做
さ
.れ
る
も
0

は
、/
上
'に
擧
げ
た
獨
杏
的
勢
ヵ
の
外
こ
、 

汰

獎
0 :
.洳
き
も
の
が
淼
ら
：戋';
:
-即
ち
1
:
:つ
に
は
各-
<
0行
1!
)

に
附
纏
ふ
社
會
的
惰
胜
が
ぁ
る
^
^

陷

0.
—-
.:'
:つ
溪
1
セ
擧
:̂
た
所
の
、.人
間
の
0
爲
；の'非
合
理
性
0
湖

.̂
は
.之
杧 

一
書
の
：' 

著
者
.ス
#
丨
.ン
：
爻

、
复.：敎
找

は

之

：
に
：就

-?
:次
：§如
き
說
明
を
與>:へ
て
.
：居

■:
'
:隹
惰
性
を
驚
的
に
除
去
す
名
こ
と
は
經
濟
的

.：
に

望

ま

し
<

な
い
0
:
;何
と
な
れ
ば
、.之
あ
る
が
爲
に
、
經
濟
活
動
は
^
定
的
な
釤
響

.' 

-

を
蒙
る
^
ら
で
あ
る
9
併
し
な
が
ら
或
必
要:&
又
.は
望
ま
し

專̂
物
0
遂
行
が
之
於
爲
に
妨
げ
ら
れ
、
'
2
,̂>
.||
雜

.%
る
手
段
方
法
に
：
 

定
見E

い
：つ
凌
で
も
執
着
し
て
居
：る
限
：り
に
於
：

經
濟
的
損
失
が
坐
：じ
：

H

來
る
0诚
惰
性
は
恐
ら
く
は
經
濟
的
摩
擦
0

_
の
_ 

の
：原
因
で
：糸
る.
•，
.0
t-
-
-
:
灰

0々

：8
虼
組
：織
：上0改
與

は

：
、
そ

れ

蜜

平

な

：
る

觀

察

者

^

或

：
は

又

經

麋

忠

か

ち

言

：
つ
：
て

す

：ら

、
.
：
.
.
： 

如

何

に

必

宴

欠

尤

可

か

ら

ざ

：
る

も

の

？
と
：
思

は

れ

て

戈

：
：
族

改

筚

に

：
依

夕

て

影

響

を

蒙

る

種

類

0:
-
人

：
々
；
.の
些

變

木̂

:
_ 

偏

見

及

凝

惑

等

：
に

依

つ

七

:*
1
1ー1:#
四
挫
折
丈
る
も̂
で
ぁ
る
：0
_本
平
や
疑
惑
被
，‘常
杧
必
ず
し
も
>
、名
分
が
立
た
ぬ

:.
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- . 

-
:
.
-

■■
.

.
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f

併
し
：そ
れ
は
進
步. 0
^

#

で
ぁ
る0
之
を
除
去
し
、..同
時
に
其
根
底
に
在
る
所
の
'原

：
因

を

取

除

く

こ

，

4

ぼ

社

會

把

對

し

，
で
.
貢

獻

す

る

も 

自
曲
主
義
の
經
濟
政
策
ノ.

办

与

c
l
b
l
l

コ

■
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の
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.
汍

四(

.一01

三)

の
で
あ
る
X
胜
ニ
八
>
と
。
.
- 

■ 

■ 

' 

. 

'

.第
二
に
は
、
人
の
、
坐
鹿
容
並
に
消
費
者
と
し
て
の
無
智
を
擧
げ
る
こ
と
が
祖
來
る
。

-
之
も
亦
爨
に
引«

し

た

子

ィ

ト

に

し

ろ

/
、
、
丨 

ド
に
し
ろ
明
か
に
指
摘
せ
る
所
で
あ
る
。
ビ
グ
ー
敎
授
本
亦
尚
く

「

諸
種
の
資
源
は
、
其

不

可

磐

：移
動
費
用
相
許
す
限
り
，

;®
え
ず 

^

入
^
_來
た
卞
：
比
較
的
收
益
促
'.
t

.所
か
^

其

比

：
較

的

高
-v
>

所
へ
；_向
，
つ

て
5:
.に
#

ひ
0

.\
あ
^

，
此
^

ひ̂

於
け
名
成
功
は/'
^

資

源

.：

.の 

流
れ
種

(々?
>

部
門
を
指
輝
す
る
カ
を
持
つ
人
被

©

智
識
0
.不
完
釜
0

爲
忙
阻
害
さ
れ
る
の
で
あ
名

」(

咩 
ー；̂〕

と
!.
9

菩
人
.の
無
智0
爲
に 

生
^

る
經
濟
的
福*

の

損

失

を

免

，れ

為

爲

杧

國

家

的

施

設

'の
童
要
趣
亡
法
は
い'ふ
哇
括
务
な
，：い

で
.ス
ミ
ス
成.は
.近
年
の
i t

勢

:に
就
尤
次0
如
^
述

益

居

る
='
0
.:'-
. 

,

.

.

.

.

.

. 

' 

•

-

•

'

.

.
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V
: 

:
,
?
近
矩
に
於
セ
、
：應
用
經
濟
學
匕
對
す
名
繁
も
瀵
耍
母
る
功
課
の
部
分
は
政
府

Q

住
命
ぜ
る
人
タ
の
圑
體
に
ょ
り
、
職
業
的
結
社

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

'

. 

. 

.

.

. 

.

.

. 

.

.で
_
:̂
>
-
_
菩

人

が

难

む

有

き

道

を

潑

見

せ

ル

と

す

，
石
；無

智

;0
山
5
:0
摘
资
は
領
名.高
：5 0
而
し
^
組
織
さ
れ
た
集
合i

力
：

t
r
:

協
力

の
光
妨
タ
時_に
利
已
的
光
名
威
勢
を
竖
實
驗
0填
吟
進
む
^
'̂
ル
.筹
1-
廢
れ
た
結
果
女
澈
ら
す
様
に
息
は
れ
名
0
:澳
.
1
|
叉

、
：
吾

人

は

唯
寧
祀
_

淀
せ
る
馨
に
遭
猶
す
名
.の
本
#

ら
.文

；：吾-
<め
或
.は
銃
禦
し
得
，
或
は
銃
禦
し
得
ざ

.る
所
の
種
々
：の
原
因
を
通
じ
て
不
斷

_
激
隹
げ
冬
所:0
—

に

も

遭

遇

せ

ね

ば

な

：
ら

ぬ

'0
#
識
：の
探
照
燈
は
此
等
の
障
害
-5
:有
效
、に
處
理.し
、
.
；
_叉

は

其

影

響

を

減

殺

す

る

助

■ 

:■
■.
.
 

. .
■
....

分

散̂
名
^
の
で
あ
^
•.
:.->
之
に
依
：り
て
經
濟
生
活
を—*
層
：掘
實
な
ら.し
む
る
の
ヤ
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損
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榴
す0
か
ぁ
づ
：てa
贫
の
橫
な
：_
-(
?
.之
ど
,
.し
^,
居
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0
難
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吐
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低
賃
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費
啤
：.縱
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總
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損
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；
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亡
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て
ク
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独
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利
益
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；
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濟
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濟
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^
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仓
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追
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•
•
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.る
な
ら
ば
'-
>

爾
餘
の
多
數
の
，#
々

©
.利
益

%
犠
牲
に

1>
セ

.

■ 

.

.

.

.

.

. 

- 

..... 

.••••• 

.. 

-
•
-
.
- 

•, 

.

.

.

.

••
- 

.

•

,
 

:

得

&
れ
た
る.1

時
的
利
益
は
結
局8
に
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又
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れ
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滿
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：
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要
で

る̂

と̂
：は
明
瞭
で
あ-ら
ぅ
。
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障
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つ
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房
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濟
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利
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何
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'
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し
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づ
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居
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技
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熟
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要
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の
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す
る
傾
が
ぁ
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應
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方
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求
す
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龄
て
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令
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又
資
本
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就
て
い
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な‘
ば
、
：：.新
に
形
成
せ
：ら
る'可
ぎ
賛
本
は
，
現
令
に
於
て
：智
識
の
#:
及

發

達

、
.；
投

資

に

關

し

て

必

要 

な
諸
設
備
©
藤
頓
ゆ
痤
れ
で
、
勞
働
に
比
較
丈
れ
ば
頗
る
豐
：實
啟
移
動
性
を
有

1>
.て
厝
る
.穰
で
ぁ
る
0
.»:
し

旣

に

投

ぜ

ら

れ

た

?>
:
資

本
 

哼

，
近

够

に

於

け

る

生

產

規

擦

0
獷
太
、
©
定
資
本
の
.增
大
:̂
«-
队
で
著
1>
ぐ
移
動
困
難
と
：な
夕
た0:
,
蓋
し
斯
か
る
资
本
は
そ
れ
が̂

,い
坐
產
過
程t
經
過
U
て
消
費
脉
と
化
す
る
ま..で、.：：利
不
利
を
問
は
ず
其
投
人
微
所
に
.固
定
以
て
鹿
る.か
-̂
で
あ
^
o
n
け
れ
ど
も
、
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個

本̂
位
ぬ
之
:̂
觀
察
ヤ
れ
ば
、.賢
本
0
寶
買
故
相
瓦
間.^
近
第
.說ZA
自
由
且
つ
.M-
宜
ぬ
德
<>
.
-で.來
で
鹿
る
か
ら
、
ン
移
動
性
は
豊
^
で 

あ
1
と
言
へ
，各
。
此
場
合
投
入
せ
ら
れ
る
資
本
財

§齡
濟
的
本
戴
を
成
す
脒
の
其
含
有
價
値
％
.其
具
體
的
消
耗
度.の
如
何
^

拘

ら

賞

寰
買
每
に
變1

兔
：：

此

變

動

襄

下

資

本&
經

濟

的

：合

目

的

性

：妣

.何
に
依
つ_て
定
ま
る
：の
：で
お
り
*

從
つ
.て
資
本
の
新
規
肜
成
並
び
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に
其
移
動I

指
す
#

^
■

晋
^

^

®

1

*べ̂
:

指
钋
と
な
る
の
で
あ
る
0 

.
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:

:

,

«
本
软
移
動
性
の
本
ぬ
內
相
尤
各
所
の
蔣
來
的

f

が
f
財
ゆ
物
質
的
消
耗
贮
連
れ
て
消
費
財
の
現
在
慣
値
へ 

て

長

尥

#
タ
：
て
浪
費
財
ゆ
轉
化
也
：
ぬ
赛
は

>
*'
本
僂
値
の
：移
動

« :
に

勸

ヤ

斧

.
ー
藤

|«
:
憲
货

變
#
©

«
反
ル
ぬ
腿
如
、
如
何
な
る
欧
會
£
於
て
も
不
可_
办
；：次»:
.̂
^
で
あ
る
。
、'否
な
今
日
の
情
勢
で
呔
生
產
比
益
む
选
廻
的
と
な 

り
、
&
產
財
が
^

財̂
§
_
-̂
把
^
哈
要
.̂
を

顧

¥
*

「

«
夸
長
]̂

く
傾
_
私
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'贫
&
1'
ー
ハ
修
つ
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賦
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ぐ
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*

^
値
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敗
魄
ゆ
移
動*

む̂
；眷

,

#
個
人
5:
:1<
て
«
本
授
^:
の
を
@1

こ
と
に
あ
る
の
で
故
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
？
：此
意
味
ょ
り
'す
ル
ば
、

一
方_

て
.恍
襯
の
改
革
を
訐
り
、
資
本
價
細
の
掛
術
的
轉
嫌

^
1龈
ぐ 

す
る
6:
;

と
漱
#

盱
0

現
狀
扣̂
;
:
推
し
で
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?

^

^
齡
ず
る̂

^

か
ら
察
し
て
も
、

■

困
難
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な
寧
ろ
益
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對
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を

遲

延

：
す

る
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向
に
在
る
時
、
■
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に
於
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個
人
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の
價
値
移
轍
ぬ
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つ
て
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ロ
目
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般
に
知
ら
し
，め
、

.
且
つ
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後^ ;

資
本
^
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搜
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'
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就
v
.
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を
論
ず
る&
ら
ば
.、
土
地
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自
然
妳
移
動
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を
袞
々
す
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^
:と
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無
竄
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で
あ
る0
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地
ほ
元
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^
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镟
ぬ
往
.る
^
の
，で#
つ
セ
.移
動
す
る
と
と
は
不
可
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に
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働
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移
さ
ヶ
と
す
、る
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>
'問
^
、̂
樣

»
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に
、
丄
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0
移
動
で
な
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資
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投
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向
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ゆ
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。
從.つ
で
士
掛
か
歡
動
衡
は
邮
會
制
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經
濟
配
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き
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主
義
ゆ
齡
澈
嫩
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接
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な
；
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啟
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の
進
步
&
;
ょ̂
つ
て
、
翁
の
利
用
程
肐
の
增
進
す
る
と
I
期
待
ぬ
が
が
が
セ̂
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. 一
土
地.
©經
濟
1
債
値
办
.移
軌
&
ば
.丑
ぬ
資
#
の
傲
應
に
就̂
濟
べ
だ
,
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;
_以
<̂
述
.個
^
批
芄
間
(0
''瘓 

を
利
用
す
る
方
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が
哪
瞭
聪
當
即
ち
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.蔚

^
爲
，ダ
ぞ.來
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義

隻#
1.
:̂'
她
ば
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.
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择
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で
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、
，
»
る#:
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性
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す
る
の
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あ
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o

農
耕
の
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に
頗
る
優
秀
の
土
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が
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間
0
僻

^
篡
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合
に
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之1
_
_參
亦

能
_
ば
，
土

地

涵

値

掺
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ゼ
影
響
さ
ー
れ
る
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ど
ぼ
全
然
な
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て
^
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で
あ
ら
ぅ0
:
:
#
れ
.は
寧
ろ
ノ
人
間̂
智
識
技
锨
ひ
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度
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資
^
移̂
軌
性
と
私
慠
俘
ず
を̂
の
セ
あ
を
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り
ノ
最
搀
ゆ
企
業
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修
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歟
セ
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；
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嫌
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懸
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叉
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す
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.、0
の
行
比
れ
.難
い
こ
と
V
あ
る
。
'
斯
樣
な# ;
合
に
_
家
的
施
設
ぬ
依̂)
て
經
濟
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